
●5月臨時議会、6月定例会報告（コロナ関連）●
一般会計補正予算（第 2 号）

①国の特別定額給付金（ひとり 10 万円）
の給付

②障がい者事業所、介謹事業所への支援
字収入が昨年比 20 ％以上減少した事業

所に対し10万円を支給するほか、マスクや
消毒液などのコロナ対策費用を補助

③小平市中小企業等支援給付金事業
字収入が昨年比 20 ％以上減少した事業

者に対し家賃を補助。月あたり 15万円を
上限に4·5月分を支給。

※②、③は、国の持続化給付金の対象とならない事業者
に対する小平市独自の支援金。収入が昨年比 50%

以上減少した事業者は含まれません

④住居確保給付金
字離職・廃業、収入減により家賃の支払いが

困難な方への助成
（原則 3か月［最大9か月］分の助成）

※③、④は裏面参照

⑤給食納入事業者への費用補償
字市の発注取消分にかかる費用を補償

【学校関連】
①家庭学習のためのタブレット端末とモバイ

ルルーターを貸出
字各家庭の機器保有、在宅勤務等の事情

により、オンライン学習が難しい家庭に貸与
②小・中学校の教育用 P C を購入 (GI

GAスク ール構想）
※教育委員会は当初、「タブレットPCを全員分配備す

ることは難しい」との見解に終始していましたが、コロナ禍
における各会派からの要望もふまえ、今年度中に実施
することを決定

【子育て関連】
①子育て世帯への臨時特別給付金
字児童手当受給世帯に児童ひとりあたり 1万

円を支給
②育児パッケー ジの追加配布
字妊婦さんにお渡ししている「こども商品券」 1

万円の商品券に加え、感染予防対策とし
てさらに 1万円分を追加配布

一般会計補正予算（第 3 号）

①小平市事業者向け感染防止徹底協力金
字東京都の「感染防止徹底宣言ステッカ ー」

を掲示する事業者に1店舗 感染防止徽底五言

あたり5万円の協力金を給付 厄云、＼
※接客業、製造業等のほか、自宅で

の教室なども対象（確定申告してい l °oo xx店

ることが必要） し--こ9

②こだいら観光まちづくり協会に 心90

よる市内飲食店等支援事業へ 3食べて指親論？S
の補助 到ヽ平をi

加ぎ舜

③ひとり親世帯臨時特別給付金
字ひとり親世帯等で、児童扶養手当受給者、

家計急変者等に対し支給
④保育施設に対する衛生用品や備品購入 
の補助
⑤PCR検査センターの設置にかかる補助 
字市内にPCR検査センターを設置、8月から

稼働。市民の皆さんからの要望も多く、実
現しました！

※①、②、⑤は小平市独自施策

市も状況に応じてコロナ対策の独自施策を打ち出していま
すが、「家賃支援給付金」は、持ち家の事業者が対象外で
あったり、補償対象期間が限られていたりなどの課題がありま
す。大打撃を被った飲食店への支援はもちろんのこと、飲食
店以外の事業者への救済策も必要です。また、これから解
雇や雇止め、あるいは収入の極端な減少など、個々人の生
活に対する影響も大きくなっていくと想定されます。

市の財政も 一層に厳しくなっていくと考えられますが、あらゆ
る方策でこの局面を乗り切っていく必要があり、私達も引き
続き市民の皆様の声をお聴きしながら議論を深めていきます。

小平市議会は8月にも臨時議会を開催します。
ぜひ、ご意；見・ご要！望をお寄せください。

1 竹井ようこプロフィ ー ル I
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E-mail : info@takeiyoko.com
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市民の暮らし、商業、雇用を守る

ための施策を迅速に打ち出すべき

■ 市は、コロナ禍がもたらす経済的な影響
について、「大打撃」と認識しているが、具
体的なデータがまだ揃っていない状況。積
極的かつ能動的に市民の声を収集する
よう要望しました。

■今後の市の独自支援について市長は「国
や東京都の取り組みから漏れてしまう人
への支援策を財政状況を見極めながら
検討する」と答弁。

■ 制度のはざまに陥いっている人を救済する
こと、また、困っている市民に寄り添うこと
が何より重要であることを強調しました。

■ 以下について提案しました。
①「（仮称）小平支え合い基金」の創設
②特別定額給付金の市内消費を促す広
報施策

③解雇や雇止めされた市民を市役所の
会計年度任用職員として採用
.............................................................. 

→①…「ふるさと納税」の使い道
（新型コロナ感染症対策）を追加

し寄付を募ることで実現しました！
▼吟②、③

…

実現しました！............................................................. 

高齢者、外国人、生活困窮者へ

の対応について

■ 高齢者のみ世帯、高齢者の独居世
帯の見守り事業は、緊急事態宣言中
は実施できないものがあったことを受け、
人手を介さずに実施可能な見守り
サー ビスの有用性について訴えました。

■ 在住外国人に対する情報提供、相
談窓口が必要。今後は「多文化共生
課」といった部署を設置し、一元的に
施策展開すべきと強調しました。

■ 現在のところ、生活保護の新規受給
件数は対前年で増えていませんが、夏
以降急増するものと危惧します。

厚労省からは、「コロナ禍の状況によ
り、車や持ち家などの資産、求職の条
件などについては柔軟に対処せよ」との
通達が出ています。短期間でも保護
が受けられることも含め、窓口でしっか
り周知するよう併せて要望しました。

（コロナ禍で生活が苦しいとき）国民には文化的な
生活をおくる権利がある、ためらわずに生活保護を申
請してほしい。 (6月15日参院決算委員会におけ
る内閣総理大臣の答弁）
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